　乙女とはタフなものである

虎矢　八日

ようやく午前中の授業が全部終わって、昼休みになった。友達とご飯を食べる準備をして、お弁当箱を開けると、大好物の卵焼きが入っていた。
「わーい、いただきまーす！」
　おかんの作る卵焼きはびっくりするほどのボリュームで、一口では食べきれない。それがとっても美味しいのであり、好物である要因になっている。
　うん。塩加減もばっちりだし、さすが！　しあわせ！　とか思っていたら、正面に座っていたあさみがねぇ、と呼びかけた。
「んー？　んん？」
「返事するのは口の中の物飲み込んでからでいいから」
「ん」
　ちょっと名残惜しいけど、卵焼きを一息に飲みこんだ。まだ一かけらあるのだ。悔やむことじゃない。
「で、なあに？」
「やっぱ、あれはないと思うんだよね」
「あれ……？」
　何のこと？　と首をかしげていると、自分のことだよね？　とあきれられてしまった。むう。本当に心当たりがないのだよ。必死に記憶を辿ってみるけど、特に何かあったわけではないと私の脳は判断を下した。
「もしかして、気付かないうちにあさみになんか悪いことしてた？　えっ、それだったらほんとごめん……」
「いや、杏が悪いんじゃないよ。悪いのは別の人」
「え？　私誰かになんかされたっけ」
　本当に覚えてないの？　と問い詰められたけれど、相も変わらず心当たりはゼロである。ふむ。こないだ水野のお菓子を横取りしたりはしたけれど、それぐらいは誰だってやる……と思う。
「こないだの西原に言われたことだって」
「西原？　ん、しーさん？　こないだ。あー、ああ。あれか」
「やっと思い出した！　まったく、人のことはしつこく覚えてるくせに、自分のこととなるとこれだから！」
　西原、というのは本名を西原真二という。しーさんと呼ぶのは中学からの知り合いだけで、他は大抵名字で呼ぶか、兄さんと呼ぶかのどちらかだ。
　率直にいえば、私はしーさんが好きだ。割とどうしようもなく好きだったりする。
　女だと思ってないって言われても嫌いにならない程度には。
　今、あさみがあれはない、といったあれとは、私がそういう風に言われたことだ。

　文化祭の後夜祭が始まる前の片付けの時間。私のクラスはテーブルの撤収だけすればよかったため、他のクラスよりもずっと早く終わって、のんびりとした時間を過ごしていた。
　あさみと、野球部のキャプテンの児嶋さん、ちっちゃくてかわいいけど男子の篠ちゃんという、いつも通りのメンバーで、お菓子をつまみつつだべっていた。
　そう、で、なんでだか知らないけど、しーさんの話になったんだ。しーさんも運動嫌いのくせに野球部だし、しゃべっていたメンバー全員が私がしーさんのことを好きだというのを知っている。だから、不自然な流れではなかった……と思う。
　彼のことを話していると、廊下をしーさんが通ったのが見えて、児嶋さんに、会ってくれば？　と促された。
『え、こわいよ』
『でも……ずっと話してないんじゃない？　野球部、ここんとこ忙しかったじゃん。でしょ？　児嶋くん』
『夏の試合あたりはそんなもんだよ』
『じゃあ、あさみがついていってあげれば？』
『篠ちゃんナイスアイデア！　いこ、杏』
『えー、ええー』
　確かに話は出来ていなかったし、疲れているしーさんとしゃべる勇気もなかったし、引きずられていかなきゃ話は出来ないだろうなあ、とも思っていから、あさみがいるからいいかとのそのそ教室を出て行った。
　しーさんは友達としゃべっていた。じゃあ別にいいや、わざわざ邪魔することもないし帰ろうと思ったけれど、あさみはもうしーさんに話しかけていた。しーさんがいる教室のドアの陰で、一人で心の準備が出来てませんよどうしましょうとあたふたしていると、しーさんとあさみの声が聞こえてきた。
『俺、アイツのこと女だと思ってないから』
『ちょっと、それ女の子に対していう言葉？』
　……わ。
　何がどうしてそういう会話になったのかはわからないけど、うん。それなりにヒドイことを言われているというのはわかる。ちょっと泣きそうになったけれど、この程度で泣いていたら私はしーさんに何度泣かされているか。私は強い子なのである。
『もういい。もっと女の子大事にしなよね』
　あさみは教室から出てくるなり私の手をつかんで、自分たちの教室へと戻っていった。
　その後はもう信じらんない！　とあさみは怒っていた。、児嶋さんはまあ……うん。アイツのことだから。と落ち着いていて、篠ちゃんはあさみの様子にあわあわしていた。で、私はというとあさみに申し訳なく思っていたのである。

　私が思うに、しーさんは私が近くにいるのをわかってて言ったのだろうから、今更傷ついたりしてはいられないのだ。……いや、全然傷ついてないっていったら嘘になるけど。少しさっくりきたよ？　うん。
「杏はいったいあれのどこがいいの？」
　心底理解出来ない、といったふうにあさみは問うた。ふむ。確かにあさみの彼氏さんはめちゃくちゃいい人である。頭もいいし、そこそこに運動も出来る。お菓子をねだるとくれるからいい人っていってるんじゃ断じてないよ？　うん。だから、あんな発言には慣れていないのだろうね。
「んー、優しいとこ？」
「優しい？　あれが！　どこが！」
「たぶん優しいんだよ」
「なにそれ……」
　はあ、とため息をつかれてしまった。しょうがないじゃないの。もうどこがいいかなんてわかんないぐらいには好きなんだよ、きっと。あれ？　これって結構盲目。
　お弁当につまっているフルーツを飲みこむと、昼休み終了のチャイムが鳴った。なんということだ。ご飯を食べてすぐに動くとお腹が痛くなるというに。

　……けれど、別にすぐ動かなくっても、お腹は痛くなった。これは。まさかのあれだ。腰が痛いですし。一週間限定鬱コーナーはーじまーるよー！　みたいな。いや、愉快に言ったってこれはちょっと不快だ。うええ。今日だって部活あるのに。薬持ってない。
　世界史をうつらうつらしながらやりすごし、ホームルームを終えて、部活の時間になった。今日は体育館が公式戦前のバドミントン部に占領されているから筋トレと走りこみだ。
　私は捻挫グセを持っているから、テーピングしないと全力疾走は出来ない。体育はいい感じに手を抜いているのである。マネージャーの舞ちゃんにテーピングをしてもらいながら、グランドで練習している野球部を眺めていると、彼女がにこにこしながら話しかけてきた。
「よかったねー、走りながら野球部見られるじゃん！」
　舞ちゃんは、部のメンバーの中で唯一の恋愛相談相手である。可愛いし素敵で有能なマネージャー。その上学年トップクラスの成績。天はこの子に三物くらいやっている気がするが、まあ可愛い人は大体何やっても許されるのだ。
「いやー？　あんなにいっぱいいたら、どれがしーさんだかわからんし」
　……というのはウソ。
　動き見りゃ、あんなにわらわらいる中でもしーさん見つけるのなんて楽勝です。私気持ちわる。あっ、でも児嶋さんは断トツで上手いからわかる。動きのキレが違うよ。キレが。
「そっかー、まあ、集中して走らないとまたケガしちゃうしね。頑張って！」
「うん。走るの嫌いだけど頑張る」
　運動部のくせに走るのだいっきらい。しーさんだって運動嫌いなくせに一番きつい野球部。これはひどい。しかし、あの人はやたら真面目なので、体調不良とかケガとかじゃない限り練習をサボらないのである。口ではサボるサボる言ってるけど、絶対にそんなことしない。それがあの人のいいところであり、好きな個所のうちの一つだ。……普通気付かないけどね。基本的にしーさんは女子とあまり喋らない。あの人男が好きなんじゃないかって思うくらい喋らない。そうだったら諦められるんだけどなあ。無理かもしれないけど。
　だるだるな体に鞭打って、筋トレと走りこみを済ませた。走ったから足が痛いし、腰とお腹は相変わらず好き勝手に痛みを発してるし、ちょっとイライラしてきて周りにあたりそうで嫌な感じがする。解散という言葉が出た瞬間に、さっさと部室へもどった。とにかく早く座りたかった。
　座ってしまうと今度は腰を上げたくなくなった。部室に泊まれたらと思ってしまう程度には動きたくない。ううう。だるいです。つらいです。よく走れた自分。無意味にケータイをパカパカぱちぱちしてみるけれど、メールも電話も来るはずもなく。
　皆が部室から帰った後も動きたくなくて、しばらくあさみから借りたマンガを読んでごろごろしていると、野球部の練習終了の号令が聞こえた。あー、しーさんも練習終わったのかー。はあ。野球部はいつも帰り支度をダッシュでして、閉門時間にギリギリ間に合うぐらいに練習を終えるから……自分も出ないとまずいのか。部室の鍵は明日返せばいいとして……。ああ動きたくない。
　半死半生（ちょっと大げさですかね）の体で、なんとか門を出た。この学校はラッキーなことに、門の前まで公営バスが来るのだ。今月はそれなりに散財しているから、バスに乗るお金はあまりないけれど、ここから歩いて駅まで行くのはつらい。十五分も上り坂を歩くなんて今の自分にはできない。
「バス様々ですな」
　財布を取り出して、ＩＣカードをぴっと読み込む機械に当てた。幸い、車内は空いている。早く座ろうと思った瞬間だった。
　――ぴー。残額不足です。
　なんてこったい。チャージがもうない……だと。焦るな私。こういうときは足りない分の金額を現金で支払えばいいのだ。
「う」
　財布に入っていた現金は無情にも一円玉しかなかった。っつかこんな状態だったのか財布。いや、普段からあんまり現金持たないけど……。遣っちゃうから。大変だ、これはまずい。潔く降りて歩くか……。けれど歩いて帰るの無理……ホント無理。
「何やってんだお前」
　そっ、その声は。私の想い人かつ、戦場に舞い降りた天使……あっ、天使はないなそのナリで……じゃあ悪魔？　あ、もうよくわかんないけどとりあえず。
「すみませんとても申しあげにくくその上とても頼むのがいやなのですが八十円貸して下さい」
「金ないのにバス乗ってんじゃねえよ。歩け」
　口ではそう言いつつも、ころんと料金箱に百円玉を入れてくれた。お釣りの返却口からぽろんぽろんと十円玉が二枚。しーさんはそれを拾い上げ、続けてＩＣカードを機械に通した。
「本当にすみませんでしたちゃんと明日か明後日くらいに返します」
「ああ、ぜひそうしてくれ」
　レディーファーストなんていざ知らず、しーさんは空いている二人掛けの席にどっかと座った。こっ、これは私に隣に座れという神からの思し召し……！
　なんてことはなかった。そんなことはなかった。そこはしーさんの荷物様のお席でしたね。存じております。でも、せっかくなので後ろに座ってみた。うざがられそうだけど。
「なんでわざわざそこに座るの」
　やっぱりきましたか。知ってる。そんな感じのことを言われるなって思いましたよ。百も承知だよ。
「いいじゃないですか別に」
「……いいけどさ。うるさいやつに座られるよかマシだし」
　これは暗黙の命令なのだろう。疲れてるからうるさくすんな、静かにしてろってことに違いない。自分も座ったら、しーさんショックで治まっていた痛みが再発しだしたから大人しくしていることにした。

　学校の最寄り駅（最寄りといってもさっき言った通り上り坂があるため近いわけじゃない）に到着すると、しーさんは何を言うでもなくさっさとバスを降りた。中学が一緒イコールおうちの最寄り駅一緒ってことなんだから、一緒に帰るか？　とか言ってくれてもいいと思うけど、それはそれでなんか気持ち悪い。うーん。
　しーさんを見失わない程度にとろとろと痛みをごまかしながら歩いて、ようやくホームに着いた。はふー。これで電車に乗って、ちょっとサイクリングをしたらおうちだ！　腹巻きをしてごろごろするのだ。
　しかしながら、ここのホームは相変わらずの混み様である。この辺りで一番大きい駅だからしょうがないと言えばしょうがないんだけど……。
「ふええ……しーさんひどいよ、一緒に帰ってくれたっていいじゃん……」
「お前と帰ると、妙なやつに会ったりして疲れるからヤダ」
「すみませんでしたねー。あ、電車来る」
　ぷあーんと警笛をけたたましく鳴らしながら、電車がホーム内に入ってきた。
「っ……！」
　こ、こんなときに限って腰痛さんと腹痛さんのダブルパンチである。空気を読み過ぎだ。これは何としてでも席を確保しないとしぬ……。でもこんな状態じゃ機敏な動きなんて無理だ……！　ちんたらしているやつに席をあけ渡してくれるほど、日本の社会人たちは甘くない。
「しーさんお願い、何としてでも席をとって！」
「……はあ？」
「いいから！」
　普段、あまり彼にこういう鬼気迫ったように何かを頼むことはあまりない。だって、こいつに何か頼むとそれ相応のお返しを要求されるからだ。だから、さっきも頼むのいやだと言ったのだ。
「しょーがねえな」
　しーさんは他の人の動きを気にならない程度にブロックしつつ、電車の席を確保してくれた。必然的に彼の隣に座ることになるわけだが……まあ、そこは。
「ありがとね」
「どういたしまして。……これ、腹にでも掛けとけば？」
　目の前に差し出されたのは、しーさんの学ラン。え？　掛けとけばって、えっ、その言葉の意味、把握いたしかねます。
「いいんですかっていうかなんですかどうしたんですか金ならないぞ」
「知ってる」
「ですよねー」
　いいから掛けとけ、と押しつけられれば、私には断る理由なんてない。ありがたく受け取り、お腹に掛けると、だんだんぬくぬくしてきて、少し痛みが治まった。
「今日はバスの時といい今といい優しくないですか？」
「…………弱ってる相手いじめたってつまんねーだろ」
「えっ、よく私が弱ってるってわかったね！」
「なんだ、元気じゃねえか、ソレ返せ」
「元気じゃないので大人しくします」
　多分、ぼんやり、だけど。しーさんは今、私がどういう状態かってこと、わかってるんだろうな。美人なおねーさんがいるから、こういうことは他の男子より気配り出来る。しーさんの、さりげない優しさが私は大好きなのだ。どこが優しいってあさみさん。こういうとこですよ。こういう。
「ね、しーさん」
「なに」
「そういうところが大好きですよ」
「あー、はいはい。ありがとね」
　……そうやって乙女の告白を無下に扱うところも大好きである（皮肉）。
